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f警報環境システム調達業務と作業報告

硲品

情報社会基盤研究センター

ンタい司(平成 23年 4月 1日に情報社会基盤研究センターへ改組γ行土、学生や教職員が{吏する

コンビュい『夕、各種サい 4 パ、ネットワい時ク機器といった全学サい 4 ピスの為のシステム(情報環境システム)に

ついて 4年間のレンタル契約をしており、毎年これらシステムの約 li4ずつの調達業務を行っている。

2010年 ffEは、この情報環境システム調達、導入に関することが主な担当業務となった為、これら以外の技

討す的業務 つ まり多く取れなかったが、合間を見つけ った作業と調達、導入業務についての

を千子うの

MRTGによる W了indowsServerのリソース等使用状況のグラブイヒ

2009年度末、 Windowsターミナルサービスとして提供しているシステムが一新され、 VMware+ XenApp + 

SoftGridという組み合わせによるシステム構成となり、ユい時ザはJIi意された約 100台の WindowsServer 2008 

の1[1から自動的に選択された l台を、 Webブラウザを起点として利用できるようになっ また、ユ1.--___ザが

作成したファイノレやプ勺ロファイルは、高速ファイルサーバ内に保存されるようになっており、どの官indows

サーバが選択された場合でも同じ環境下で利用できるようになっている。

これら約 100台の WindowsServerの利用者状況やリソースの消費状況は、 VMwareや XenAppの管理両面Jで、

確認することができるが、全台数の使用状況を直感的に a 目で確認できない為、今回、 MRTGを使ってグラフ

化すーる作業を行ったの

ログオンユーザ数や特定のアプリケーションプロセス起動数等については、官indowsServer上で SNMPエー

ジコントが動いていれば取得できるが、 CPU負荷、メモリやハードディスクの使用状況については、 SNMPエ

い時ジェン卜のアドオン的な SNMPInformantを各 WindowsServerにインス卜いつレすることによってデい 4 タを

取得できるようにし また、取得したデ¥時タがしきい値を超えた場合に警告メールが送信される設定も行

SNMPで取得したデータを MRTGによってグラブ化したものの例を図 lから図 4

今回は MRTGを使用してグラフ化したが、 1枚のグラフに 2種類のデ¥時タしか表示させられない等の制約が

ある為、今後はより白由度が高いと思われる Cactiや Zabbix等に乗り換えることを検討している。
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会事。

図 1CPU負荷状況
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図 2 メモリ使用状況
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図 3ハードディスク使用状況
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図 4ログオン数と Thunderbirdのプロセス数
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Mac ffill11のイメージ作成と展開

本センターでは、教員用や研究室用としてMacを設置しており、BootCampによる Windows環境の用意、Office

これらはセキュティアップデート等を行った状態で、設置している。等のアプリケーションのインストール、

その為、雛形となるディスクイメ1台ずつ作業を行うことは非常に非効率である。設置台数が非常に多く、

これを他の Macへ複製することによって全体的な作業量を減らすようにしている。い時ジを作成し、

コピーキャフロントラインf士のコピー今ャットをイ吏用している。イメージの複製用ソフトウェアとして、

ットの複製機能には、

に依存)&復冗(複製にかかる時間はハい 4 ドディスク使MacOS JIiボリュい時ムのパックアッ

ハードディスク全体の接製(複製にかかる時間はハードディスク容量に依存)

が用意されており、後者を使用すれば BootCampによる Windows用ボリュームを含んだ、ディスクイメージで

も複製が可能となる。但し、ディスクイメージを丸ごと複製する機能となるので、コピー元のディスク容量(デ

はなし、)が大きければ大きい程、謹製にかかる時間も長くなってしまう。実際に、 FireWire1100 イスク使用

149GB 112GBディスクで 3時間 45分程度、l台の Macminiに対しての複製にかかった時間は、を使用して、

1台当りの一度に複数台の Macに対して複製する場合は、
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なお、ディスクで 5時間弱という結果であった。

複製時聞が短縮されるようである。



ディスクイメージ複製作業は図 5の構成で、行っている。コピーキャット DVDを使用して雛形またはイメー

ジ展開先となる Macを起動デ、イスクとすることもできるが、この場合 OSの起動にかなり時聞がかかり非効率

な為、別途コピーキャットをインストールしたマシンを用意している。雛形、イメージ展開先となる Macに

ついては、ターゲットディスクモードで起動し、コピーキャットインストール Macから外付けハードディス

クとして見えるように接続している。複製作業は、朝と夕方に開始し、それぞれ夕方、翌朝に複製完了を迎

えるようなスケジューノレで、行っている。
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図 5Macのディスクイメージ展開時の構成

ちなみに、 Windows用ボリュームを含んだイメージの大量複製を行う場合は上記方法が効率的と思われるが、

1台だけの複製を行う場合は、 Windows領域の複製には Wincloneというフリーのツールを使う方が、より効

率的になるかと思われる。

ネットワークスイッチからの接続機器MACアドレス取得

学内に設置されているほとんどのスイッチは SNMP対応のものを使用しており、以前からこれらスイッチに

接続された機器の MACアドレスを一定間隔で記録していた。 2009年度末、ネットワーク機器の大幅な更新が

行われ、学内設置のほとんどのスイッチが Cisco杜等のものから D-Link社製のものに置き換えられた。

D-Link杜のスイッチでは、 MACアドレス情報を取得する為の OIDが今までのものとは異なっていたり、 MAC

アドレス情報が OIDの一部として 10進数表示で格納されていたりといった違いがあった為、データ取得用ス

クリプトの修正が必要となった。スイッチ変更に伴う OID等の変更は表 1の通りである。

表 lスイッチ変更に伴う MACアドレス取得に関する変更点

スイッチ MACアドレス取得 OID 取得データの例

Cisco杜 Cata1yst3750シリーズ . 1. 3. 6. 1. 2. 1. 17. 4. 3. 1. 1 Hex-STRING: 00 09 8A 01 AC E6 

D-Link杜 DGS-3400シリーズ . 1. 3. 6. 1. 2. 1. 17. 7. 1. 2. 2. 1. 2 . 1. 3. 6. 1. 2. 1. 17.7. 1. 2. 2. 1. 2. 2701. 

0.9. 138. 1. 172.230 = INTEGER: 323 
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取得された MACアドレス情報は、現在のところ単純にテキストベースで一定期間保存しているが、今後は

データベースを使用しての管理ができなし、か検討している。

情報環境システム調達、導入業務

2010年度の情報環境システム調達に関して、 2月頃から 9月頃までが調達期間、 10月頃から 2月頃までが

導入期間として進められた。調達期間中には、各社提案システムの確認・比較、導入説明書、仕様書(案)、

総合評価基準(案)、仕様書(案)に対する各社からの意見の回答、仕様書、総合評価基準の作成等々を行い、

導入期間中には、機器の撫入スケジュール調整、設置場所の調整(電源、空調、ネットワーク等)、各システ

ムについての打合せ、倉庫の整理・管理、レンタル切れ物品の返却、管理作業等を行うことが、おおよその

業務内容である。

以上のような過程を経て、 2010年度は以下のシステムの調達、導入が行われた。

研究系常用ワークステーションシステム

事務系常用ワークステーションシステム

高速大容量ファイルサーバシステム

図書館情報システム

学務システム

小規模計算サーバシステム

セントラルサービスシステム(ファイアウオールシステム、ネットワーク監視システム等々)

その他周辺機器

最後に

情報環境システム調達業務については慣例的に毎年担当者を交代していく(約 4年周期)こととなっていた

が、諸々の事情により、引き続き 2011年度も情報環境システム調達業務を担当することとなった。その為、

2月には 2010年度の導入業務と 2011年度の調達業務を同時に行うこととなった。

2011年度も、前年度同様に調達関連以外で技術的作業を行う時間を多く取れないような気がしているが、

前年度に行った作業の中でやり残した部分等を含めて、手を{寸けられそうなところから手を付けていければ

と考えている。
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